
十
九
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
で
は
潟
血
が
大
流
行
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
独
立
運
動
の
立
役
者
の
一
人
、
国
ｇ
両
目
旨

”
巨
普
（
弓
急
Ｉ
畠
邑
の
影
響
す
る
所
が
多
い
。
彼
は
医
者
で
政
治

家
で
あ
り
、
医
学
界
に
も
発
言
力
が
強
く
、
彼
自
身
が
潟
血
を
大

い
に
勧
め
た
。
潟
血
は
殆
ど
す
べ
て
の
疾
患
に
治
療
法
と
し
て
行

わ
れ
た
。
一
八
三
○
年
か
ら
一
八
九
二
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
で

出
版
さ
れ
た
潟
血
に
関
す
る
論
文
一
五
篇
の
う
ち
、
僅
か
に
三
篇

が
、
ア
メ
リ
カ
人
医
師
の
著
作
で
あ
り
、
他
は
す
べ
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
の
輸
入
で
あ
っ
た
。
最
も
影
響
を
あ
た
え
た
の
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
冨
閏
呂
巴
一
国
豐
と
フ
ラ
ン
ス
の
Ｐ
Ｃ
昌
の
で
あ
っ
た
。

冨
閏
の
冨
二
国
邑
は
一
八
三
○
年
爵
の
①
閏
呂
①
の
卑
冒
Ｑ
冒
辱

時
里
画
画
く
①
庁
○
計
壷
①
二
国
○
門
ご
一
Ｑ
ｍ
ｐ
Ｑ
ｏ
匡
局
ｍ
ご
く
①
①
庫
①
、
庁
○
帛
門
○
の
①
○
開

国
Ｃ
ａ
を
甸
巨
且
①
言
冨
四
で
出
版
し
た
。
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十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
医
学
に
お
け
る

潟
血

藤
倉
一

郎

伊
○
匡
尉
は
両
＄
①
四
月
面
躬
○
国
号
①
同
球
①
９
９
国
○
○
巳
①
詳
言
、
言

８
昌
巴
ａ
毎
日
目
国
８
ｑ
口
尉
８
儲
を
国
３
８
口
か
ら
出
版
し
た
。

冒
巳
の
の
場
合
は
更
に
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
留
学
生
が
彼
の
も
と

で
学
び
帰
国
後
彼
の
意
を
継
い
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
な

が
ら
、
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
医
学
界
で
潟
血
が
突
然
す
が
た
を

消
し
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。

即
冒
邑
は
一
八
三
一
年
か
ら
一
八
九
二
年
ま
で
に
出
版
さ
れ

た
ア
メ
リ
カ
の
教
科
書
二
○
冊
を
と
り
あ
げ
て
、
潟
血
に
つ
い
て

の
評
価
を
三
疾
患
群
で
比
較
し
て
い
る
。

教
科
書
の
リ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

畠
望
⑦
民
の
ｍ
Ｏ
Ｈ
］
も
詳
尉
ず
匡
尉
ぬ
ぽ

』
、
単
函
三
目
四
風
自
目
の
庁
伊
○
口
Ｑ
○
口

届
い
い
ロ
①
言
①
①
の
も
巨
釘
Ｑ
①
言
互
四

易
き
弓
言
①
①
巳
①
石
ご
毎
口
①
言
三
四

昌
嘩
心
一
戸
畠
、
○
穴
目
国
許
○
の
ロ
や
ロ
］
匿
旦
里
ロ
彦
国

』
函
祭
司
皇
ぐ
○
○
Ｑ
も
壷
一
両
・
里
ロ
ゴ
国

昌
的
↑
や
両
す
①
己
①
弔
巨
両
・
①
言
巨
四

』
函
印
句
同
君
①
里
甸
冨
医
・
の
言
巨
四

胃
、
印
司
三
ご
凹
庁
の
○
国
勺
画
一
毎
・
堅
己
ご
肖
四
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屍
震
Ｆ
Ｏ
Ｃ
日
尉
ｚ
の
乏
母
白
戸

』
唾
唖
争
蜀
匡
胃
群
で
彦
肖
一
四
Ｑ
の
旨
ロ
国

屍
巴
国
ｐ
ｍ
ゴ
＄
勺
巨
盲
ロ
①
言
彦
酎

勗
褐
○
堅
閏
ｚ
①
言
屋
日
穴

こ
れ
ら
の
教
科
書
に
記
載
さ
れ
た
疾
患
を
三
群
に
分
け
る
。

Ｇ
Ｉ
一
狭
心
症
、
喘
息
、
コ
レ
ラ
、
て
ん
か
ん
、
痛
風
、
丹

毒
、
間
欠
熱
、
麻
疹
、
髄
膜
炎
、
腎
炎
、
結
核
、
猩

紅
熱
、
水
痘
、
チ
フ
ス
、
流
行
性
耳
下
腺
炎
、
黄
熱

病

Ｇ
Ｉ
二
気
管
支
炎
、
咽
頭
炎
、
肝
炎
、
腹
膜
炎
、
顎
下
腺
炎

Ｇ
１
三
脳
卒
中
、
肺
炎
、
肺
浮
腫
、
心
膜
炎

易
紹
弓
巴
日
田
．
ｚ
①
乏
屋
９
時

］
函
切
“
三
『
（
５
Ｑ
も
ゴ
ー
冨
旦
①
き
ず
国

』
、
つ
ｍ
甸
匡
邑
庁
も
ロ
】
四
・
座
ロ
岸
目
煙

」
四
コ
画
ご
く
四
扇
ｇ
〕
而
匿
邑
四
口
座
己
三
四

］
、
司
函
甸
一
胃
冑
弔
彦
菖
幽
ユ
里
口
早
〕
一
四

房
翼
函
四
目
の
ゴ
○
国
吊
宅
三
冨
旦
里
亘
］
国

昌
、
“
」
”
○
ず
①
耳
の
弔
巨
冨
旦
里
耳
〕
国

教
科
書
の
発
行
年
次
と
各
疾
患
の
潟
血
適
応
の
ス
コ
ア
と
を
グ

ラ
フ
に
す
る
と
十
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
潟
血
の
衰
微
の
実

体
が
わ
か
る
。

Ｇ
１
一
の
疾
患
群
は
一
八
八
○
年
で
潟
血
は
殆
ど
行
わ
れ
な

く
な
っ
た
。

Ｇ
Ｉ
二
の
疾
患
群
は
一
八
八
○
’
一
八
九
二
年
の
間
に
潟
血

は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

Ｇ
Ｉ
三
の
疾
患
群
で
は
一
八
九
二
年
の
段
階
で
も
ま
だ
潟
血

が
少
し
行
わ
れ
て
い
た
。

（
一
期
会
藤
倉
医
院
）

更
に
潟
血
の
治
療
適
応
を
ス
コ
ア
化
す
る
。

Ｓ
’
四
あ
ら
ゆ
る
疾
患
の
治
療
が
潟
血
で
あ
る
。

Ｓ
’
三
大
部
分
の
治
療
は
潟
血
、
他
の
治
療
も
使
う

Ｓ
’
二
条
件
付
き
潟
血
容
認

Ｓ
ｌ
一
ひ
る
に
よ
る
潟
血
く
ら
い
は
容
認

Ｓ
’
○
潟
血
全
面
否
定

253 (81)


